
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

松茂小学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○理由を明らかにして、自分の意見や
考えを表現することができる。
○多様な学習形態を取り入れること
で、自分の考えを表現したり、学びを
深めたりすることができる児童が増え
た。
●自分の思いや考えを「書く」ことへの
苦手意識が強い児童がいる。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○基礎的・基本的な知識・技能が
身についている児童が多い。
●基礎的・基本的な知識・技能の
活用ができていない児童が多い。
●「書く」スキルが身についていな
い児童が多い。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・単元のまとめや授業の振り返りの
際に、学習内容の練習問題を自力
で解くことができる。
・学習で習得した知識を言語活動
の中で正しく使ったり活用したりす
ることができる。

・何が書かれているかを的確に捉
えさせるために、教科書や問題に
アンダーライン等を入れさせる。
・単元学習後も定期的に復習プリ
ントやICT等で定着を図ったり、学
習した漢字は必ず書かせることを
徹底したりする。
・考えたことや伝えたいことを「書く」
機会を多く設けるとともに、基本的
な事柄についての個人推敲、相互
推敲の時間を確保する。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○自ら考え、判断し、表現できる子どもの育成

・既習内容を活用して自力解決し、互
いの考えを聴き合いながら学びを深め
ることができる。
・習得、活用、探求の各場面におい
て、適切な言語活動により表現するこ
とができる。

・個に応じた手立てをとりながら、児童自
身の書きたいという思いを引き出せるよう
な課題設定を工夫する。
・自力解決の時間を確保したうえで、多様
な学習形態を取り入れ、自分の思いや考
えを表現する活動を設定する。
・国語科における話し合い単元の充実を
図るとともに、低学年ではペアトークの活
用、中学年ではグループでの多様な意見
の出し合い、高学年ではグループ間での
意見の比較・検討を目指す。
・思考ツールの効果的な活用事例につい
て、教師間で情報交換する。

次年度における改善事項

管理職による授業参観や教員からの報告など、様々な機会を捉え、取り組み状況の把握を行う。

○与えられた課題に真面目に取り組
んだり、興味のあることに意欲的に取
り組んだりすることができる。
●自ら進んで課題を見つけ、最後まで
粘り強く取り組むことができる児童とそ
うでない児童との差が大きい。

・めあての達成に向けて児童自身が
自分に合った学習課題を選択すること
ができる。（調整力）
・学習に目的をもって取り組んだり、最
後まで粘り強く取り組んだりすることが
できる。

・ワークシートの工夫や習熟度別の課
題プリント等を活用して目指すゴール
を変えることで、主体的な取り組みを
促す。
・めあての提示の仕方を工夫するとと
もに、振り返りの視点を児童に示して
何を学んだのかを振り返らせ、次の活
動につなげられるようにする。
・課題やめあてを自分で設定し、工夫
して学習しているノートを紹介する等し
て、自主学習の充実を図る。


